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近年，多くの地方都市では，中心市街地活性化のために様々な施策が講じられている．しかし，その効

果計測は肌感覚での評価とならざるを得ない場合もあり，持続可能な交通流動のモニタリングの需要が高

まっている．その一方策に IoT デバイスの Wi-Fi パケットセンサがあり，中心市街地活性化の施策評価に

有用な調査手段として期待されている．  

本研究では，中心市街地の官民関係者が持続的に取り組める中心市街地活性化の施策の評価指標を設定

し，Wi-Fi パケットセンサの取得データから各指標の算出手法を考案した．さらに，評価指標のひとつで

ある断面交通量の算出に向け，Wi-Fi パケットセンサの取得データと実測した特定地点の断面交通量とを

組み合わせた推計手法を考案し，有用性を検証した．その結果，中心市街地の交通実態を持続的に把握で

きる可能性を得た． 
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1. はじめに 

 

近年，我が国の多くの地方都市では，人口減少や少子

高齢化，消費生活の変遷等といった社会情勢の変化によ

り，賑わいが減少している中心市街地が多く存在す

る 1)．そこで，国土交通省は中心市街地活性化ハンド

ブックを公表し，生活拠点として中心市街地を再生する

コンパクトなまちづくりを推奨している 2)．中心市街地

活性化には，施策を講じ，その効果を評価する必要があ

る．しかし，技術面や財源面から定量的かつ継続的な交

通流動の調査は難しく，アンケート調査や肌感覚の評価

とならざるを得ない場合が多い．したがって，施設間の

流動のような狭域での短距離トリップが多い中心市街地

の交通流動の持続的なモニタリングの仕組みを構築でき

ると，まちなかの賑わいの再興の取組みに貢献できる． 

現在，交通実態の把握には，パーソントリップ調査 3)

や国勢調査 4)等の統計調査が用いられることが一般的で

ある．しかし，これらの統計調査は調査間隔が長く，主

に市区町村単位や 500m メッシュ等で集計されているほ

か，地域によってはパーソントリップ調査のようなデー

タが存在しないこともある．このため，狭域の短距離ト

リップが多い中心市街地の活性化の取り組みには，既存

の統計調査データだけでは鮮度や空間解像度等の条件を

満たさない場合がある．そこで，24時間 365日，人々の

移動実態を把握できる交通ビッグデータが活用されてい

る．交通ビッグデータは近年の情報通信技術の進展に
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よって急速に普及が進んでおり，具体例としては，携帯

電話事業者等が提供する人流データや GPS データ，IoT

デバイスの中でも Wi-Fi パケットセンサのデータ等が多

用されている．これらのデータの収集および分析によっ

て交通実態の把握や将来予測の高度化に寄与すると期待

されている．中でも，近年は Wi-Fi パケットセンサが多

くの地域で活用されている．Wi-Fi パケットセンサは設

置費用が比較的安価であることや設置地点を柔軟に設定

できることから，中心市街地活性化の施策評価にも有用

な調査手段として期待できる．そこで本研究の目的は，

中心市街地の持続可能な活性化に寄与する交通流動調査

の仕組みの構築とした． 

 

 

2. 研究概要 

 

(1) 既往研究の調査  

中心市街地における実態の分析や評価に関する既往研

究として，アンケート調査を実施して当該地域の実態や

課題を明らかにする事例 6)，7)，大学生対象のウェブアン

ケートから余暇活動に関する傾向を把握する事例 8)，大

型商業施設の撤退による影響を断面歩行者・自転車交通

量調査の結果から把握する事例 9)，商業・サービス業の

集積状況を分析し，人口集積との関連を見出した事

例 10)，中心市街地活性化基本計画の目標指標の達成状況

を把握・分析して評価する事例 11)，中心市街地の評価の

ために成果やプロセス等の側面を考慮したフレームワー

クを考案する事例 12)等がみられた． 

Wi-Fi パケットセンサを用いた既往研究として，回帰

分析によって Wi-Fi パケットセンサの計測値から実数を

推定する事例 13)，電波強度の時間変動から混雑度を推定

する事例 14), 15)，観光地における周遊パターンを分析する

事例 16), 17)，滞在の実態を分析する事例 18), 19)や観光地への

移動手段を推計したうえで行動特性を分析する事例 20), 21)

等がみられた．また，中心市街地を対象とした Wi-Fi パ

ケットセンサの活用としては，中心市街地の訪問者を推

計する事例 22)，歩行者 OD交通量を推計する事例 23)，市

民の昼夜間の行動特性を分析する事例 24)やコロナ禍での

人々の行動パターンを分析する事例 25)等が確認できた． 

以上の既往研究の調査から，中心市街地の活性化に関

わる評価は，アンケート調査および収集した統計調査や

資料の分析によってなされる事例 6)～11)が多いことがわ

かった．また，Wi-Fi パケットセンサを実フィールドに

適用した既往研究では主に観光地での事例 16)～21)が多

く，中心市街地を対象とした研究では，人々の行動を推

定・分析する事例 22)～25)がみられたが，Wi-Fi パケットセ

ンサが中心市街地活性化の施策の評価等に活用されてい

る事例は見当たらなかった． 

(2) 本研究の位置づけと本研究の目的 

前節より，中心市街地の活性化の取組みは継続的な実

施が難しい調査によって評価されている事例が多いこと

や，Wi-Fi パケットセンサがその評価に用いられている

事例は見当たらないことがわかった．この状況を踏まえ

て，本研究の目的は，地方都市の中心市街地の持続可能

な活性化に向けた交通流動調査の仕組みの構築とした．

具体的な内容として，Wi-Fi パケットセンサの取得デー

タから，中心市街地活性化の施策の評価指標を創出し，

分析を通じてその有用性を明らかにする．さらに，評価

指標の高度化の一環として，Wi-Fi パケットセンサの取

得データと特定地点の断面交通量との組み合わせによる

持続可能な交通量の推計に取り組む．これらにより，中

心市街地の活性化に寄与できると考えた． 

本研究では，まず，3 章で Wi-Fi パケットセンサを製

作し，その基本特性を調査する．次に，4 章では，静岡

市中心市街地を対象とした交通流動調査を実施し，デー

タを取得する．5章では，Wi-Fiパケットセンサによる取

得データから，観測台数および移動台数を集計する．さ

らに，6 章では，中心市街地活性化の施策の評価指標を

考案し，Wi-Fi パケットセンサの取得データの分析を通

してその有用性を検証する．そして，7 章では，評価指

標のひとつである断面交通量を Wi-Fi パケットセンサの

取得データと特定地点の断面交通量とを組み合わせて持

続的に推計する手法を考案して検証する．最後に，8 章

で考察と課題を整理し，本研究を総括する． 

 

 

3. Wi-Fiパケットセンサの基本特性 

 

(1) Wi-Fiパケットセンサの概要  

Wi-Fi パケットセンサとは，データ取得範囲内に存在

する，Wi-Fi 機能が有効となっている通信端末からプ

ローブリクエストを取得する装置である 26)．Wi-Fi 機能

が有効となっている場合，スマートフォンや PC 等の通

信端末はプローブリクエストを常時発信しており，それ

には，時刻や端末固有の ID（MAC アドレス）が含まれ

ている．Wi-Fi パケットセンサによって取得されたプ

ローブリクエスト内のデータを分析することで，センサ

の設置地点における滞在やセンサの設置地点間の移動が

把握できるようになる．  

 

(2) Wi-Fiパケットセンサの製作  

本研究では，図-1 に示す Wi-Fiパケットセンサを製作

した．プローブリクエストの取得にオンボードの Wi-Fi

機器を使用できることから，Wi-Fi パケットセンサの本

体はRaspberry Pi 3とし，ソフトウェアはKali Linux 2019を

用いた．電波の繋がらない環境下でも時刻を同期させる
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ため，本体に RTC モジュールを取り付けた．本センサ

の取得データの項目は，端末固有の ID（MAC アドレ

ス），取得時刻および電波強度であり，それらが 1分毎

に USBメモリに保存されるように設定した．MACアド

レスはハッシュ関数によって不可逆に暗号化することで

プライバシーを保護している．また，本センサのデータ

取得可能範囲は半径約 50m27)である． 

 

 

4. 静岡市における交通流動調査の概要 

 

(1) 静岡市中心市街地の概要 

本研究の対象地である静岡市は，県のほぼ中央に位置

する静岡県の県庁所在地であり，葵区，駿河区および清

水区からなる約 68 万人 28)の人口を擁する政令指定都市

である．葵区の中心市街地は JR 静岡駅，静岡鉄道新静

岡駅および駿府城公園を中心とした 240ヘクタールのエ

リアである 29)（図-2参照）．当エリアは大型商業施設や

映画館のほか，定期的にイベントが開催されるシンボル

ロードや公園を有している．この中心市街地は「おま

ち」と呼ばれており，古くから人々に親しまれ，静岡都

市圏の発展を牽引してきた．しかし，近年は，少子高齢

化や郊外店の進出等により，中心市街地を取り巻く状況

が大きく変化し，地元の住民や事業者は危機感を募らせ

ている．そこで，静岡市は静岡市中心市街地活性化基本

計画 29)を立案し，コンパクトで賑わいあふれるまちづく

りに取り組んでいる．さらに，個人，企業，商店街およ

び行政等が「オール静岡」となって魅力的なまちづくり

を目指す I Loveしずおか協議会 30)の設立等，中心市街地

の賑わいを高め，魅力的なまちづくりを目指す動きが広

がっている． 

 

(2) 使用データ 

本研究では，前章で製作した Wi-Fi パケットセンサを

用いた二つの調査を実施し，静岡市中心市街地でデータ

を取得した． 

a) コンソーシアムによる交通流動調査  

本研究の交通流動調査は，法政大学，I Love しずおか

協議会，静岡市中心市街地活性化協議会および昭和設計

株式会社による静岡市産官学コンソーシアムを設立し，

まちなかの事業者等との強固な体制を構築して実施し

た 31)．Wi-Fiパケットセンサは図-3に示す 42地点に設置

した．このうち，鉄道駅，商業施設やイベント利用の多

い公園等，交通流動調査において重要となる地点を基本

モデル地点として選定した．調査は 2021 年 7 月から 11

月の間に定期的に実施した（表-1参照）．  

  

図-2 静岡市中心市街地 29) 

駿府城公園

静岡鉄道

新静岡駅

JR

静岡駅

図-1 Wi-Fiパケットセンサ 

Raspberry Pi 3

モバイル
バッテリー

USBメモリ

Micro SD
カード

表-1 Wi-Fiパケットセンサの設置期間 

日付 センサ設置 

7月10日(土)～7月11日(日) 
基本モデル 

地点のみ 
7月17日(土)～7月18日(日) 

7月31日(土)～8月1日(日) 

8月20日(土)～8月21日(日) 

全地点 
9月25日(土)～10月3日(日) 

10月23日(土)～10月31日(日) 

11月13日(土)～11月21日(日) 

11月28日(日) 

基本モデル地点＋ 

通行量・来街者調査地

点に併設 

 

 

JR

静岡駅

静岡鉄道

新静岡駅

駿府城公園

七間町・
人宿町

北街道

浅間通り

紺屋町

0 500m100 300

設置地点の凡例

★ 基本モデル(地上)

● 基本モデル以外(地上)

★ 基本モデル(地下)

● 基本モデル以外(地下)

N

【背景地図の出典】Google Maps

図-3 Wi-Fiパケットセンサの設置地点 
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b) 通行量・来街者調査  

静岡市では，静岡商工会議所が毎年 11 月の最終日曜

日に中心市街地の断面交通量を計測する通行量・来街者

調査を実施している 32)．2021年度の調査は，11月 28日

（日）の10時から17時の時間帯に，中心市街地の80地

点にて実施した．本研究では，静岡商工会議所や調査員

の協力を得て，2021年 11月 28日（日）に通行量・来街

者調査の対象地点のうち 40地点にてWi-Fiパケットセン

サを設置した．なお，設置地点は 7章にて詳説する． 

 

 

5. 取得データの集計結果 

 

(1) データのフィルタリング処理 

Wi-Fi パケットセンサによる取得データの分析に先立

ち，分析対象とするデータのみを抽出するフィルタリン

グ処理を実施した．近年，MAC アドレスのランダマイ

ズ化が進行していることから，同一の端末から複数の

MAC アドレスが発信されている場合がある．したがっ

て，Wi-Fi パケットセンサによって取得されたすべての

データを分析対象とすると，実態よりも過剰に計上され

てしまうことが考えられる．そこで，本研究では，

MAC アドレスの配列の規則性から，ランダマイズ化の

影響を受けていないと考えられる MAC アドレスのみを

抽出し，分析対象とした．また，本章の分析対象日は，

一例として緊急事態宣言解除後の休日である 2021 年 11

月 14日（日）を選定した． 

 

(2) 地点の観測台数の集計結果 

まず，各地点で 1時間毎に観測台数を集計し，地図上

に可視化した．一例として，12 時台の観測台数の可視

化結果を図-4に示す．図より，静岡駅や国道 1号線沿い

のアソシア前での観測台数が多いことがわかった．ま

た，静岡駅から新静岡駅にかけての地点や呉服町通りで

観測台数が多い一方，駿府城公園や七間町・人宿町等で

は他地点と比較して観測台数が少ないことがわかった．

このように，Wi-Fi パケットセンサによる観測台数を可

視化し比較することで，地点毎の賑わいを評価できた． 

 

(3) 地点間の移動台数の集計結果 

次に，各地点間を移動する端末を 1時間毎に集計し，

可視化した．移動台数を集計するにあたり，センサの設

置が近接している地点間において，実際は移動していな

いにも関わらず端末が複数のセンサで交互に観測され，

移動台数が過剰に計上されていると考えられる事象がみ

られた．そこで，本研究では，集計の単位時間である 1

時間において特定の端末の同一方向への移動は 1度とな

るように重複を削除することでデータをフィルタリング

した．一例として，12 時台の基本モデル地点間の移動

台数の可視化結果を図-5に示す．図より，静岡駅と静岡

駅北口地下「しずチカ」間や呉服町通りでの移動台数が

多いこと等がわかった．このように，Wi-Fi パケットセ

ンサによる移動台数を可視化することで，地点間の賑わ

いを評価できた． 

 

 

6. Wi-Fi パケットセンサによる中心市街地活性化

の施策の評価指標の考案及び検証 

 

(1) 考案する評価指標 

本研究では，中心市街地における活動の度合いを定量

的に把握して中心市街地活性化の施策の評価等に活用す

るため，下記の指標を設定した．そして，各指標を算出

する手法を考案し，静岡市中心市街地に適用して指標の

有用性を検証した．分析対象日は前章と同様 11月 14日

（日）とし，対象時間帯は中心市街地において人の活動

が活発であると考えられる 8時から 20時とした． 

a) 滞在台数 

中心市街地内の各エリアに滞在する時間の長さや滞在

する人々の多さがまちなかの賑わいと関係していると考

え，滞在台数を評価指標に設定した．本研究では，セン

サの設置間隔と官民関係者のニーズを考慮し，複数のセ

 

図-4 観測台数（12時台） 

【背景地図の出典】Google Maps

凡例（台）
■ 1～100
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ンサの設置地点をエリアで分類したうえで，滞在時間毎

に端末の台数を算出する手法を考案した． 

b) 移動速度 

中心市街地内での回遊行動と移動速度が関係してい

ると考え，移動速度を評価指標に設定した．具体的に

は，移動速度が大きい場合は目的地点に向けてまっすぐ

に移動していることや，移動速度が小さい場合はウィン

ドウショッピングや店舗への立ち寄り等で中心市街地内

を回遊していることがいえると考えた．そこで，中心市

街地内の地点間の移動速度を算出する手法を考案した．  

c) 訪問率 

中心市街地を訪れる人々の行動範囲が中心市街地活性

化の施策やイベント開催等の効果と関係していると考

え，各地点への端末の訪問率を評価指標に設定した．観

測された端末のユニーク数のうち，他地点へ訪れた端末

のユニーク数の割合である訪問率の算出手法を考案し，

定量的に評価した． 

d) 断面交通量 

中心市街地の断面交通量は地点毎の賑わいを評価する

うえで重要な指標となる．本研究では，Wi-Fi パケット

センサの取得データと特定地点での断面交通量とを組み

合わせることで，持続的に各地点での断面交通量を推計

する手法を考案した．なお，推計手法およびその適用結

果は次章にて詳説する． 

 

(2) 評価指標の算出手法 

a) 滞在台数の算出手法 

まず，センサの取得可能範囲と人の歩行速度 33)を考慮

して，同一エリアでのデータ取得が 3 分未満に途切れ

た場合を通過，3 分以上続いた場合を滞在とみなす．

そして，中心市街地内での施設の利用等を考慮し，同

一の端末からのプローブリクエストの発信間隔が 4 時

間以内の場合を滞在台数として集計し，4 時間を超過

している場合は滞在ではないとみなして滞在台数とし

て計上しないこととする． 

b) 移動速度の算出手法 

まず，Wi-Fiパケットセンサの取得データから，ある

端末が特定のセンサで最後に観測された時間と，異な

るセンサで最初に観測された時間から移動時間を算出

する．次に，地点間の直線距離を計測し，一般的に早

歩きと定義される分速 93m34)で歩いた場合に各地点間

の移動にかかる時間を算出する．さらに，Wi-Fiパケッ

トセンサの取得データから算出した移動時間が，早歩

きで歩いた際の移動にかかる時間を下回っている場合

は，車や自転車等，歩行以外の手段で移動したと考

え，ノイズとして除去する．そして，各端末の移動時

間と地点間の距離から，移動速度を算出する．最後

に，同地点間を移動している端末における平均の移動

速度を算出する． 

c) 訪問率の算出手法  

訪問率とは，観測された端末のユニーク数のうちの他

の地点へ訪れた端末のユニーク数の割合とし，地点毎に

算出して評価する．また，中心市街地に着目すると，静

岡駅や新静岡駅のような鉄道駅は中心市街地外からの流

入地点となる場合が多いといえる．そこで，本研究で

は，鉄道駅で観測が始まっている端末は中心市街地外か

らの流入とみなし，そのような端末を抽出したうえで訪

問率を算出する．  

 

(3) 考案手法の適用結果の検証 

a) 滞在台数の算出結果 

考案手法を用いて算出した各エリアにおける滞在台

数の可視化結果を図-6に示す．図より，静岡駅エリアや

けやき通りエリアでは他のエリアと比較して滞在時間が

短い端末の割合が高いことや，商店街である呉服町通り

エリアでは他地点と比較して滞在時間が 10 分以上と

いった長い端末の割合が高いこと等がわかった．このよ

うに，考案手法によってエリア毎に滞在時間の特性を評

価できることを確認できた． 

b) 移動速度の算出結果 

考案手法を用いて算出した隣接する基本モデル地点

間の移動速度の可視化結果を図-7に示す．ここでは，地

点の組み合わせのみを考慮し，出発と到着の順番は考慮

していない．図より，商店街である呉服町通り沿いの地

点では移動速度が分速30m台であることや，駅の利用者

の通過地点であると考えられる静岡駅としずチカ間では

 

図-6 エリア毎の滞在台数 
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移動速度が比較的小さいこと等がわかった．このよう

に，地点間の歩行速度の算出・比較により，中心市街地

内の人々の行動の傾向を把握できることを確認できた． 

c) 訪問率の算出結果 

考案手法を用いて算出した，静岡駅を出発する端末の

基本モデル地点への訪問率の可視化結果を図-8に示す．

図より，静岡駅を出発する端末は呉服町通りや新静岡駅

方面へ訪問している割合が高く，七間町・人宿町方面に

まで訪れている割合は他地点と比較して低いことがわ

かった．このように，端末の観測が開始した地点を考慮

したうえで訪問率を算出することで，特定の交通手段に

よって中心市街地へ流入したと考えられる人々がエリア

内のどのあたりまで訪れているかを定量的に評価できる

ことを確認できた．今後は，データを長期に亘って蓄積

し，訪問率を比較することで，平常時とイベント開催時

等の値の変化からイベントの効果計測等にも繋がると考

えられる． 

 

 

7. 断面交通量との組み合わせによる交通量推計

手法の考案及び検証 

 

(1) 本章の概要 

本章では，前章で設定した中心市街地活性化の施策の

評価指標のひとつである断面交通量を持続的に推計する

手法を考案し，その有用性を検証する．Wi-Fi パケット

センサは設置地点間の移動を把握できる．しかし，端末

を所持していない人がいる可能性や Wi-Fi 機能を有効に

していない可能性に加え，近年は MAC アドレスのラン

ダマイズ化の影響により，Wi-Fi パケットセンサは限ら

れた人々の交通流動を把握しているといえる．他方，手

計測等で取得できる断面交通量は，各地点を通過する

人々の実数を把握できるものの，財政面等の問題から定

期的・網羅的な調査は難しい．そこで，それぞれの調査

方法の長所を活かして交通量を推計できれば，持続的な

交通流動の把握が可能となり，中心市街地活性化の施策

の評価等に繋がると考えた．そこで，本研究では，Wi-

Fiパケットセンサによる取得データと特定地点の断面交

通量とを組み合わせて，各地点における断面交通量を推

計する手法を考案した． 

 

(2) 使用データ 

本章で使用したデータを表-2 に示す．2021 年 11 月の

Wi-Fi パケットセンサによる交通流動調査のデータのう

ち，土日の11時から16時までのデータ，2021年11月28

日（日）の通行量・来街者調査の断面交通量および併設

した Wi-Fi パケットセンサの取得データを用いる．各調

査においてデータ取得地点は若干の差異があるものの，

そのうち設置地点がほぼ同一とみなせる 10 地点（図-9

参照）を選定し，考案手法を試行した．ここで，対象と

表-2 推計手法の試行に用いたデータ 

データ 対象日時 地点数 データの使用用途 

交通流動調査の 

Wi-Fiパケット 

センサ 

11月13日(土) 

14日(日) 

20日(土) 

21日(日)の 

11時～16時 

10 

各地点間の移動 

および各地点での

観測の割合の算出 

通行量・来街者調

査地点併設のWi-

Fi 

パケットセンサ 
11月28日(日) 

11時～16時 

10 
断面交通量の 

総数の推計 

通行量・来街者 

調査の断面交通量 

10 
推定手法の 

適用結果の検証 

上記の 

うち4 

断面交通量の 

総数の推計 

 

図-9 手法の検証に用いたデータの取得地点 

【背景地図の出典】Google Maps
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図-8 静岡駅を出発する端末の訪問率 
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した 10地点すべてにおいて断面交通量とWi-Fiパケット

センサのデータが計測されているが，このうち 4地点を

推計に用い，他地点は手法の検証に用いた． 

 

(3) 推計手法の考案 

本手法では，対象エリア全体で観測される断面交通

量の総数を推計し，それを各地点に振り分ける形で各地

点の交通量を推計する．本手法のフローを図-10 に示

す．まず，通行量・来街者調査時に取得した特定地点の

断面交通量と併設した Wi-Fi パケットセンサの取得デー

タの値の関係から，対象とする地点すべてで取得された

断面交通量の総数を推計する．算出のイメージを図-11

に示す．次に，交通流動調査時の Wi-Fi パケットセンサ

の取得データから，全取得データに対する各地点間の移

動および各地点での観測の割合を算出する．本研究で

は，サンプル数の確保の観点および検証に用いた 11 月

28 日（日）が休日である点を考慮し，11 月 13 日

（土）・14日（日）・20日（土）・21日（日）の4日間

のデータを用いて，加重平均にて各地点間の移動および

各地点での観測の割合を算出した．ここで，地点毎に

Wi-Fi パケットセンサによる取得データと断面交通量と

の比率の傾向に違いが出たため，各地点における Wi-Fi

パケットセンサによる取得データの合計と断面交通量の

合計の比率を算出し，各地点間の移動および各地点での

観測の台数に乗じたうえで割合を算出している．最後

に，各地点間の移動および各地点での観測の割合に応じ

て推計した断面交通量の総数を分配し，地点毎に値を集

計することで，各地点での断面交通量を推計する．  

 

(4) 推計手法の適用結果の検証 

まず，対象とした地点すべての断面交通量の合計値

と推計値を表-3に示す．表より，実際の断面交通量の合

計値と断面交通量の総数の推計値との誤差は概ね±10%

程度に収まる結果が得られた．そして，本手法を適用し

て推計した，11 時台から 15 時台における各地点での断

面交通量と実際の断面交通量との関係を図-12 の散布図

に示す．各地点の断面交通量と推計した断面交通量の相

関係数は 0.584 であり，正の相関があるといえる結果と

すべてのOD量・
各地点のみの観測

の合計

断面交通量
の合計

断面交通量計測地点が
関わるOD・観測の合計

対象地全体
の総数

： ：＝

→：断面交通量計測地点
が関わるOD

→：断面交通量計測地点
が関わらないOD

●：各地点のみでの観測

図-11 断面交通量の総数の推計のイメージ 

表-3 断面交通量の総数の推計結果 

時間帯 
断面交通量 

の合計値 

断面交通量 

の推計値 

推計値と 

断面交通量の比 

11時台 6,332 7,106 112% 

12時台 7,672 8,346 109% 

13時台 8,422 9,236 110% 

14時台 8,569 7,887 92% 

15時台 8,342 9,041 108% 

 

図-10 考案手法のフロー 
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図-12 各地点の断面交通量の推計結果 
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なった．したがって，本手法により Wi-Fi パケットセン

サの設置地点の一部で断面交通量を計測しておけば，各

地点での交通量の推計に繋がることが期待される． 

 

 

8. おわりに 

 

本研究では，静岡市中心市街地における Wi-Fi パケッ

トセンサを用いた交通流動調査を長期的に実施した．そ

の結果，取得したデータを分析することで中心市街地に

おける交通流動の実態を明らかにした．この一連の経験

に基づいて，中心市街地の関係者にて持続的に算出可能

かつ活性化の取組みに寄与する評価指標として，滞在台

数，移動速度，訪問率および断面交通量を設定し，それ

らの算出手法を考案した．その結果，今回取り扱った

データは，中心市街地活性化の施策を評価する指標とし

て活用できる示唆を得た．さらに，評価指標のひとつで

ある断面交通量は，Wi-Fi パケットセンサの取得データ

と実測した特定地点の断面交通量との組み合わせによっ

て推計する手法を考案した．本手法により，Wi-Fi パ

ケットセンサの設置地点のうち，一部の地点の断面交通

量を計測しておけば，中心市街地の各地点の大凡の交通

量を持続的に推計できることが期待される． 

今後は，GPSで取得した人流データ等の他の交通デー

タを組み合わせた分析を試行するとともに，調査を継続

実施し，中心市街地の持続可能な活性化に向けた交通流

動調査の仕組みの高度化に取り組む予定である． 
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